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• ただ今、ご紹介に預かりましたCFOの横山でございます。

• 本日13:15に東証適時開示情報および弊社HPにて発表いたしました、第1四半期決算について、ご報告
申し上げます。

• お手元に「2020年3月期 第1四半期決算短信[IFRS]（連結）」、「2019年度（2020年3月期）第1四半
期決算 補足資料」、「2020年3月期 第1四半期決算報告」をご用意ください。

• 主に「第1四半期決算報告」を使いまして、当期の業績についてお話ししますので、よろしくお願い
いたします。
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• スライド１をご覧ください。エグゼクティブサマリーになります。

• 今年度は、環境変化へ迅速に対応し、必要な施策を確実に執行することで収益力の強化により業績の
V字回復に努めております。

• 国内即席めん事業においてはコスト増への対応策として6月に価格改定を実施しました。これにより
一層の収益基盤の安定化を図ってまいります。第１四半期は増収減益の着地となりましたが、期初計
画の想定内で着地しております。

• 海外は米国の業績回復、中国、ブラジルの安定的な成長に加え、アジア地域の業績改善を目指してお
ります。懸案の米国事業は前期第4四半期に続いて黒字で着地しております。

• 連結全体の第1四半期の業績は、増収減益となりましたが、前期の第1四半期に計上した固定資産売却
益の影響を差し引くと増益となっており、連結全体としては業績は好調に推移しています。



• スライド2をご覧ください。第1四半期の実績サマリーになります。

• 売上収益は、前期比25億円増収の1,059億円となりました。

• 営業利益は、前期に不動産売却益52億円を計上したため、今期は前期比42億円減益の86億円で着地し
ました。

• 親会社の所有者に帰属する四半期利益は、前期比25億円減益の58億円で着地しました。
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• スライド3をご覧ください。セグメント別売上実績の情報です。

• 国内が前年比横ばいの769億円、海外が25億円増収の290億円で着地しました。

• 為替の影響を除くと34億円の増収となります。
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• スライド4をご覧ください。各セグメントの詳しい売上増減要因を記載してあります。

• 日清食品、明星食品につきましては、主要ブランドおよびカテゴリーの販売状況をメーカー出荷額ベ
ースでコメントしておりますのでご了承ください。

• 日清食品は、売上が434億円と前期比3億円の増収となりました。カップめんでは主力ブランドの「カ
ップヌードル」、「U.F.O.」が好調で、前年比+1％で着地しています。袋めんは、「チキンラーメン
」、「ラーメン屋さん」ブランドが堅調だったものの、袋めん全体としては前年比-1％で着地しまし
た。その他カテゴリーは「カレーメシ」などのごはん類は好調であったものの、スープ類と合わせる
と減収で着地しています。

• 明星食品は、84億円と前期比3億円の増収となりました。カップめんでは「チャルメラ」、「中華三昧
」に加えてオープンプライス商品も好調で、前年比+5％の着地となりました。一方で袋めんは、「評
判屋」が好調であったものの「チャルメラ」の減収が響き、袋めん全体としては前年比5％の減収で着
地しています。

• 低温事業は、チルド事業で6月、7月の天候の影響で冷し中華などが不調でした。また、焼そば群の販
促の見直しにより5％の減収で着地しました。冷凍事業は市販用は前年並み、業務用は増収となり、2
％の増収となりました。この結果、このセグメントの売上は136億円となり１億円の減収となりました
。

• 菓子・飲料事業は、日清シスコが菓子、シリアル事業ともに減収となりました。日清ヨークは、基幹
ブランドの「ピルクル」の売上は順調であったものの、「十勝のむヨーグルト」が市場の停滞等が影
響し、全体としては5％の減収となりました。

• ぼんちは、ほぼ前年並みで着地しており、セグメント全体としては4億円減収の105億円で着地してい
ます。

• 米州地域は、20億円増収の151億円となりました。為替の影響5億円を差し引いた実質的な伸びは25億
円となります。米国は値上げ及び高価格帯であるプレミアム商品の販売数量が伸び増収。メキシコは
「CUP NOODLES Intenso」、「U.F.O.」の好調に加え、値上げ効果も寄与し大幅増収。ブラジルは袋め
ん及び「CUP NOODLES」共に好調。昨年11月実施の値上げ効果も寄与し増収で着地しています。

• 中国地域は、4億円増収の96億円の売上となりました。為替影響3億円を差し引いた実質的な伸びは7億
円でした。香港は1％の減収ですが、卸売り事業のMCMSを除くと増収。高価格帯商品の販売が牽引して
います。大陸では「カップヌードル」、「出前一丁」などの主力商品の販売が順調で増収で着地して
います。 （次ページにつづく）
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• アジア地域は、3億円増収の27億円の売上となりました。為替影響は軽微でした。アジア地域では、
特にタイでの10バーツ袋めん商品が引き続き好調でアジア地域を牽引しています。インドでは営業体
制強化の効果もあり、袋めん・「カップヌードル」ともに好調で増収に貢献しました。シンガポール
は前年並みでした。またインドネシアでは「Nissin Ramen」や「U.F.O.」が販売数量増加に貢献した
ことで増収となっています。

• EMEA地域は、2億円減収の15億円の売上となりました。為替影響1億円を差し引いた実質成長は1億円
の減収となります。欧州地域は、「Soba」、「CUP NOODLES」が引き続き好調となっています。一方
で「出前一丁」や英国向けOEMが減少したことで、減収で着地しています。

• 続きまして、セグメント別の営業利益情報です。スライド5をご覧ください。

• 国内は、67億円減益の69億円で着地しました。この中には特殊要因として前期の第1四半期に計上し
た不動産売却益52億円と、今期に計上している関係会社の清算に伴う戻り益5億円が含まれています
。

• 海外は、25億円増益の32億円で着地しました。

• そこに、グループ間調整費などのマイナス14億円を合算した86億円が、当第1四半期の四半期営業利
益となりました。
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• 続いて、セグメント別の営業利益の増減要因をご説明します。スライド6をご覧ください。

• 日清食品は、6月からの価格改定による売上増からくる増益効果はあったものの、関西工場の減価償
却費、物流費、原材料価格の高騰などの減益要因が上回り、12億円減益の47億円の営業利益となりま
した。

• 明星食品も同様に価格改定による増益効果はあったものの、物流費、原材料価格の高騰により1億円
減益の6億円となりました。

• 日清食品、明星食品共に6月の価格改定により、今後の収益改善を図ります。

• 低温事業は、チルド事業が価格改定効果もあり増益となりました。冷凍事業は子会社清算に伴う戻り
益の影響もあり増益、セグメントとしては1億円増益の7億円の営業利益となりました。

• 菓子・飲料事業は、日清シスコが主に売上減少に伴い微減益で着地しています。日清ヨークは減価償
却費増の影響もあり減益となっています。ぼんちは前年並みで着地しています。また持分法による投
資損益は前年並みで着地しており、セグメント営業利益は2億円減益の6億円となりました。

• 尚、持分法による投資損益の状況につきましては、補足資料の5ページに記載がありますので、併せ
てご確認ください。

• 国内その他では、前期に不動産売却益が52億円発生したことで、前期比52億円減益の3億円の営業利
益となりました。

• 米州地域は、昨年から17億円利益を伸ばし14億円の営業利益となりました。為替の影響1億円を引い
た実質的な伸びは18億円となります。

• 米国では、値上げの効果及びプレミアム商品へのシフトが奏功し、前年第4四半期から2四半期連続で
黒字となっています。

• メキシコは販売数量が増加したものの、販売チャネル構成の変化、注力商品のプロモーション強化の
費用増もあり減益で着地しています。

• ブラジルは売上増による増益効果に加え、過年度の税金還付もあり増益で着地しています。

• 中国地域の営業利益は、4億円増益の8億円となりました。為替の影響は軽微です。香港及び大陸共に
主力商品の多くが安定的に成長しており、どちらのエリアも増益で着地となっています。

（次ページにつづく）
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• アジア地域の営業利益は、4億円増益の8億円で着地しました。為替の影響は軽微でした。特にタイ
では10バーツで販売されている袋めん商品が引き続き好調なこと、またアジア圏の生産拠点として
工場の稼働も安定したことが増益につながりました。シンガポールは増益、またインドネシアは黒
字で着地しています。ベトナムとインドについては赤字となっています。また、このセグメントの
持分法による投資損益もプラスとなっています。

• EMEA地域の営業利益は、前期比微増の2億円の着地となりました。為替の影響は軽微です。欧州事業
は減益ですが、持分法を適用しているロシア事業は増益となり、全体では微増で着地しています。

• スライド7には、非経常損益の影響を考慮した資料を用意いたしました。コメントを2点入れており
ますが、内容はこれまでに説明した通りです。



8

• 続きまして、営業利益の費用別増減分析です。スライド8をご覧ください。

• まず、国内の分析から説明いたします。

• 売上増により5億円の利益増、原価率変動では6億円の減益要因となっています。このうち国内の原
材料のコスト増加は3億円程度となっており、品種ミックスによる影響が大きかったことによりま
す。

• 物流費比率の変動による影響は4億円の費用増となっています。価格改定による物流費率減少の効
果がある一方で、在庫保管料の上昇と物流単価の上昇が響いています。

• 減価償却費は、17億円の費用増となりました。このうち7億円は国際会計基準IFRS16号適用の影響
によるもので、実額が7億円増えたわけではなく原価、一般管理費などの負担もこの結果減ってい
ます。

• 最後に、その他損益増減で、47億円の利益減になっていますが、これは前年度に計上している不動
産売却益52億円と本年度に計上している関係会社の清算に関係する戻り益5億円の影響となってお
り、それ以外は前年並みの着地となりました。

• 続いて、海外についてご説明いたします。

• 売上増による増益要因が5億円となっています。

• 原価率変動による影響は、12億円の利益増加になっています。これら増加の主要因は米州地域にお
ける商品ミックスと価格改定の影響となります。

• 物流費比率の減少による利益増加は3億円ですが、これは米州地域における物流費改善の影響が主
要因です。

• 減価償却費の2億円の費用減は、各セグメントにおける減価償却費額の減少によるものです。

• 以上にて、2020年3月期 第1四半期の決算の概要についての説明を終わらせていただきます。なお
、参考資料アペンディックスに、「第1四半期 営業利益 増減分析/グループ全体」を用意させて
いただきましたのでご確認ください。

• 最後になりますが、第2四半期以降も期初に掲げた事業計画達成に向け全力で諸施策を遂行して行
くつもりです。引き続きよろしくお願い申し上げます。

• 以上で説明を終わります。
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